













(Tectonics of the Maizuru， Ultra-Tamba and Tamba Zones of 
Southwest Japan : Formative process of fold and foliation) 












形作用 (Pre-Dlu・t，Dl， D2， D3， D4)を識別した。 Pre-Dlは付加作用に対応する未~半固結時の変形























た。その結果.ペルム紀一白亜紀聞にPre・Dlu，Pre・Dlt，Dl， D2， D3， D4の6回の変形作用を識別し，
前2者は付加作用時の未一半固結変形作用，後4者はポスト付加作聞の変形作用として2大別した。主要
な変形作用であるDlはジュラ紀末期一白亜紀初期に まず丹波帯の岩石に顕著な脆性~延性勢断構造を
形成 (DIE)し，次いで全地帯の地質体にスレート努開を伴うクローズ~等斜摺曲の形成 (DIL)へと連
続的に進んだと解釈した。そして.このDlが超丹波帯と丹波帯の境界を主興断面としたスラスト運動に
対応し現在見られる舞鶴帯ー超丹波帯一丹波帯という地帯配列は，地帯の大規模な再配列を引き起こし
たDlに規制されたものであると結論した。
以上の研究成果は，付加体で構成される変動帯研究において変形構造解析が有効であることを実証する
と同時に.日本列島の中・古生代テクトニクスの解明に大きく貢献するものである。よって本論文は博士
(理学〉の学位授与に値するものと審査した。
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